
日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て

｜
｜
法
華
経
の
成
仏
の
文
証
に
関
し
て
｜
｜

桑

名

貫

正

一
、
は
じ
め
に

日
蓮
聖
人
の
周
囲
に
は
、
数
多
く
の
女
性
信
者
が
お
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
名
前
の
確
認
が
出
来
た
数
だ
け
で
も
六
六

人
見
え
令
）
そ
の
他
名
前
不
明
の
女
性
信
者
遥
も
お
ら
れ
る
。
日
蓮
門
下
中
、
女
性
信
者
の
占
め
る
割
合
を
計
算
す
る
と
、
現
在
ニ
六
七

人
の
名
前
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
約
四
分
の
一
に
及
ん
で
い
る
。
ま
だ
女
性
宛
の
書
簡
も
九
O
篇
現
存
勺
こ
れ
は
日
蓮
聖
人
遺
文

の
正
篇
四
四
三
の
五
分
の
一
に
相
当
す
る
。
こ
の
様
な
事
実
か
ら
考
え
る
と
、
い
か
に
日
蓮
聖
人
が
女
性
教
化
に
対
し
て
重
き
を
置
い
て

い
た
か
、
理
解
で
き
よ
う
。
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ふ

み

タ

そ
の
女
性
教
化
の
内
容
の
一
端
を
今
、
千
日
尼
の
返
書
に
伺
う
と
「
御
文
に
云
、
女
人
の
罪
障
は
い
か
が
と
存
候
へ
ど
も
、
御
法
門
に

法
華
経
は
女
人
の
成
仏
を
さ
き
と
す
る
ぞ
と
候
し
を
、
万
事
は
た
の
み
ま
い
ら
せ
候
て
等
云
討
に
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
千
日
尼
の
切
な

る
願
い
を
鑑
め
て
法
華
経
の
女
人
成
仏
を
、
頼
り
に
励
む
、
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
蓮
聖
人
は
一
体
こ
の
「
法
華
経
の
女
人
成
仏
」
の
法
門
を
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
ま
た
門
弟
中
の
女
性
信
者
逮
に
ど
の
様
に
教
示
し
、

そ
し
て
そ
の
実
践
を
勧
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
思
い
を
回
ら
し
た
時
に
、
聖
人
の
成
仏
観
の
根
拠
は
、
そ
の
依
経
と
す
る
法
華
経

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）



日
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聖
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女
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仏
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桑
名
）

に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
、
法
華
経
の
成
仏
の
経
文
証
拠
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
従
来
の
研
究
業
績
を
尋
ね
て
見
る

と
、
管
見
の
範
囲
に
於
い
て
は
意
外
な
こ
と
に
、
こ
の
種
の
研
究
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
小
論
は
、
日
蓮
聖
人

の
女
人
成
仏
観
の
基
盤
と
な
る
法
華
経
の
成
仏
に
関
す
る
経
文
文
証
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
視
点
の
方
法
と
し
て
は
第
一

に
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
中
に
お
い
て
、
日
蓮
聖
人
の
目
か
ら
見
ら
れ
た
法
華
経
の
成
仏
に
関
す
る
経
文
文
証
に
つ
い
て
、
対
象
を

し
ぼ
り
検
討
を
し
た
い
。
そ
し
て
、
成
仏
文
証
の
説
示
を
含
め
て
、
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
品
々
の
相
関
関
係
と
、
そ
の
勝
劣
に
つ
い
て
も

試
み
た
い
。
こ
れ
ら
は
、
女
人
成
仏
観
の
基
礎
作
業
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
遺
文
中
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
法
華
経
の
成
仏
の
文
証

日
蓮
聖
人
が
鎖
仰
し
て
や
ま
な
い
伝
教
大
師
は
、
妙
楽
大
師
の
龍
女
成
仏
の
思
想
を
受
け
つ
い
で
即
身
成
仏
と
い
い
当
て
齢
め
ら
れ
た
。

が
、
そ
の
即
身
成
仏
の
文
証
は
、
浅
井
円
道
先
生
の
指
摘
で
は
提
婆
品
の
龍
女
成
仏
段
と
、
観
普
賢
経
の
二
句
の
文
の
み
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
や

v
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そ
れ
に
対
し
て
日
蓮
聖
人
の
場
合
、
成
仏
に
関
し
て
広
く
そ
の
文
証
を
考
察
し
検
討
し
た
結
果
を
大
ま
か
に
吾
一
早
え
ば
、
次
の
各
品
に
見

ら
れ
る
。
方
便
品
・
響
喰
品
・
信
解
品
・
薬
草
喰
品
・
授
記
品
・
化
城
轍
品
・
五
百
弟
子
受
記
品
・
授
学
無
学
人
記
品
・
法
師
品
・
見
宝

塔
品
・
提
婆
逮
多
品
・
勧
持
品
・
如
来
寿
量
品
・
分
別
功
徳
品
・
常
不
軽
菩
薩
品
・
如
来
神
力
品
・
薬
王
品
・
陀
羅
尼
品
・
妙
荘
厳
王
本

事
品
・
普
賢
菩
薩
勧
発
品
の
二
十
品
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ム
ト
品
の
内
容
を
更
に
詳
細
に
検
討
し
、
日
蓮
聖
人
の
目
か
ら
見
ら
れ
た
各
品
に
お

け
る
成
仏
の
文
証
の
内
容
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
、
方
管
問
第
二
の
文
証
（
十
証
）



そ
の
①
私
学
内
仏
札
態
九
百
九
一
諸
急
電
一
（
大
正
九
・
五
頁
C
）
（
岩
波
上
・
六
八
事

v

日
蓮
聖
人
は
西
山
殿
御
返
事
に
「
法
華
経
に
そ
め
ら
れ
奉
れ
ば
必
仏
に
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
証
拠
の
経
文
に
は
「
経
云
諸
実
相

云
五
」
（
定
一
二
五
二
）
を
引
用
す
。
建
治
四
年
作
の
始
聞
仏
乗
義
（
真
蹟
完
）
に
も
「
法
華
経
唯
一
仏
与
仏
乃
能
究
尽
者
爾
前
灰
身
滅
智

二
東
映
一
煩
悩
業
主
主
哉
一
法
身
般
若
壁
二
乗
脊
体
重
凡
奈
供
長
官
」
（
主
四
五
四
頁
）
と
述
べ
、
成
仏
の

経
証
と
見
て
い
る
。
文
、
こ
の
経
文
を
以
て
次
の
様
な
表
現
を
さ
れ
て
い
る
。
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
に
十
界
衆
生
の
成
仏
を
明
す
（
定

一
四
九
七
頁
）
。
秀
句
十
勝
紗
に
果
分
の
法
を
示
す
（
真
蹟
完
・
定
二
三
六
二
頁
）
等
の
文
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
②
基
弘
一
縁
覚
ヲ
一
者
比
丘
比
丘
尼
乃
至
合
品
以
一
敬
、
料
一
氏
レ
臨
コ
具
忌
民
一

（
大
正
九
・
六
頁
C
）

（
岩
波
上
・
七
八

i
八

O
頁）

レ

チ

右
の
文
を
文
永
十
年
作
の
観
、
む
本
尊
抄
〈
真
蹟
完
）
に
引
き
「
此
即
縁
覚
界
所
具
十
界
也
」
〈
定
七
O
四
i
五
頁
）
と
述
べ
。
縁
覚
が

成
仏
し
た
姿
の
具
体
的
な
る
経
文
証
拠
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
、
前
年
作
の
開
目
抄
（
真
蹟
身
延
曽
存
）
に
は
「
欲
間
具

足
道
」
を
釈
し
て
「
具
者
十
界
互
具
。
足
と
申
は
一
界
に
十
界
あ
れ
ば
当
位
に
余
界
あ
り
。
満
足
の
義
な
り
O
i－
－
・
十
界
に
皆
己
界
の
仏

界
を
顕
す
」
（
定
五
六
九

i
七
O
頁
）
と
説
き
、
成
仏
に
は
十
界
互
具
の
原
理
が
基
本
な
る
を
論
じ
、
欲
聞
具
足
道
に
そ
の
義
が
あ
る
と

見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。y

a
r

ヲ

シ

テ

カ

そ
の
③
欲
レ
令
三
衆
生
開
二
仏
知
見
一
（
大
正
九
・
七
頁

a
）
（
岩
波
上
・
九
O
頁）

右
の
文
を
以
て
三
歳
作
の
戒
体
即
身
成
仏
義
に
「
我
身
具
二
十
界
一
得
レ
意
時
欲
令
衆
生
仏
之
知
見
と
説
て
、
自
身
に
一
分
の
行

無
し
て
即
身
成
仏
す
る
也
」
（
定
一
一
一
一
頁
〉
と
説
き
。
五
一
歳
作
の
関
目
抄
（
真
蹟
曽
存
）
で
は
十
界
の
す
べ
て
に
、
己
界
の
仏
界
が
あ

る
経
文
証
拠
と
示
し
（
定
五
七
O
頁
）
。
五
二
歳
作
の
観
心
本
尊
抄
（
真
蹟
完
）
は
、
こ
の
経
文
を
以
て
「
是
九
界
所
具
仏
界
也
」
（
定

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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七
O
四
頁
）
と
総
論
に
て
具
体
的
に
衆
生
に
十
界
互
具
が
あ
る
経
文
証
拠
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
成
仏
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で

あ
る
。そ

の
④

頁）

声
望
但
菩
薩
聞
ニ
我
所
説
法
乃
至
於
一
偏
一

皆
成
仏
無
レ
疑
（
大
正
九
・
八
頁
a
）

〈
岩
波
上
・
一

O
四
i
六

テ

9

建
長
七
年
三
八
歳
作
の
蓮
盛
紗
に
右
の
経
文
を
根
拠
と
し
、
次
の
様
に
い
う
「
問
云
法
華
は
貴
賎
男
女
何
の
菩
提
の
道
を
得
べ
き
や
。

テ

タ

テ

モ

品

答
云
乃
至
於
－
二
偏
一
皆
成
仏
無
レ
疑
一
五
五
」
と
法
華
行
者
の
成
仏
が
ま
ち
が
い
な
く
可
能
な
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
⑤
如
レ
我
等
無
レ
異
（
大
正
九
・
八
頁
b
）
（
岩
波
上
・
一

O
八
頁
）

右
の
文
を
以
て
成
仏
の
証
文
と
説
か
れ
て
い
る
遺
文
は
文
永
九
年
五
一
歳
作
の
日
妙
聖
人
の
御
書
（
真
蹟
断
存
）
の
「
我
等
具
縛
の
凡

夫
忽
に
教
主
釈
尊
と
功
徳
ひ
と
し
。
彼
の
功
徳
を
全
体
う
け
と
る
故
な
り
。
経
一
一
角
如
我
等
無
異
等
一
五
五
と
法
華
経
を
得
レ
心
者
は
釈
尊

と
斉
等
な
り
と
申
文
な
り
。
」
の
説
が
そ
れ
で
あ
る
。

J

s

z

h

v

テ

ヲ

そ
の
⑥
我
昔
如
二
所
願
一
今
者
己
満
足
化
二
一
切
衆
生
一
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皆
令
レ
入
ニ
仏
道
一

（
大
正
九
・
八
頁
b
）

（
岩
波
上
・
一

O
八

頁
こ
の
経
文
を
、
正
元
元
年
三
八
歳
の
作
、
爾
前
二
乗
不
作
仏
事
（
真
蹟
身
延
曽
存
）
に
引
き
、
法
華
経
は
十
界
皆
成
仏
な
る
こ
と
が
分

明
で
あ
る
証
拠
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
る
例
は
、
「
彼
達
多
息
コ
－
無
既
一
民
一
天
王
仏
耗
一
龍
女
成
仏
ν

十
羅
剃
お

悟
コ
仏
式
一
阿
傭
羅
武
一
成
仏
語
一
人
天
・
二
乗
・
三
馨
史
一
円
妙
仏
道
ご
〈
定
一
四
六
頁
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。
他
書
に
も

成
仏
の
文
証
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
お
v

本
入
札
レ
仏
依
－
建
一
一
－

L詩
形
民
一
乃
至

そ
の
⑦

キ

J

J

知
レ
是
諸
人
等

皆
巳
威
一
仏
民
一

（
大
正
九
・
八
頁
c
）

〈
岩
波
上
・



四
頁
〉観

心
本
尊
抄
（
真
蹟
完
）
に
は
「
経
一
民
若
人
為
仏
故
乃
至
皆
己
成
道
等
」
の
文
を
「
恥
人
界
所
具
ぃ
T
界
」
（
定
七
O
四
頁
）
の
文
証

な
り
と
し
て
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
た
。
人
が
仏
を
供
養
す
る
為
に
形
像
を
建
立
す
る
な
ら
ば
、
人
界
の
中
か
ら
こ
の
人
は
必
ず
仏
道
を
成

就
す
る
経
証
と
い
う
。
そ
の
具
体
的
な
る
事
例
と
し
て
は
、
弘
安
二
年
五
八
歳
作
の
日
眼
女
釈
迦
仏
供
養
事
（
真
蹟
曽
存
）
に
示
さ
れ
、

6

－
x

J

，

キ

J

J

’ハ・－
ua

〒
’

日
眼
女
が
釈
迦
仏
を
造
っ
た
功
徳
を
讃
え
て
「
若
人
為
レ
仏
故
建
二
立
諸
形
像
一
如
レ
是
諸
人
等
皆
己
成
二
仏
道
－
云
云
」
と
経
文
を

挙
げ
、
釈
し
て
「
文
の
心
は
一
切
の
女
人
釈
迦
仏
を
造
り
奉
れ
ば
、
現
在
に
は
日
々
月
々
の
大
小
の
難
を
払
ひ
、
後
生
に
は
必
仏
に
な

る
べ
し
と
申
文
也
。
」
（
定
一
六
四
ニ
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
良
き
例
で
あ
る
。

ト

品

シ

キ

ヲ

そ
の
⑧
一
称
ニ
南
無
仏
一
皆
巳
成
二
仏
道
一
（
大
正
九
・
九
頁

a
）
（
岩
波
上
・
二
六
頁
）

ヒ
セ
hv

ト

品

V
キ

J

F

正
嘉
二
年
三
七
歳
作
の
一
代
聖
教
大
意
（
目
師
本
完
）
に
「
散
善
開
会
之
文
一
称
ニ
南
無
仏
一
皆
巳
成
二
仏
道
一
文
。
」
と
述
べ
ら
れ
。

正
元
元
年
三
八
歳
作
の
守
護
国
論
（
真
蹟
身
延
曽
存
〉
に
は
「
揖
論
宗
法
華
社
一
称
南
無
之
別
時
意
趣
此
等
皆
訳
者
人
開
設
也
。
」
と

論
じ
て
お

hvv
成
仏
の
経
文
証
拠
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。

v
ν

’ヨa
F

’ハ

h
v
q
a
F
h
v

－za
F
イ
ヲ
＝
a

F

h

E

そ
の
⑨
若
有
レ
聞
レ
法
者
無
＝
二
不
二
成
仏
一
（
大
正
九
・
九
頁
b
〉
（
岩
波
上
・
二
八
頁
）

こ
の
成
仏
の
文
証
は
十
五
書
に
引
ぢ
》
遺
文
中
最
多
の
用
例
で
あ
る
o
そ
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
千
日
尼
御
返
事
長
瞭
完
）
「
若

，ハ
p

’
U

ひ
と
防
正
h
v
テ

ル

ヨ

ト

セ

有
二
聞
レ
法
者
一
無
下
一
不
中
成
仏
上
云
云
。
文
字
は
十
字
に
て
候
へ
ど
も
法
華
経
を
一
旬
よ
み
ま
い
ら
せ
候
へ
ど
も
、
釈
迦
如
来
の

一
代
聖
教
を
の
こ
り
な
く
読
に
て
候
な
る
ぞ
。
」
（
定
一
七
五
九
頁
）
。
上
野
尼
御
前
御
返
事
（
真
蹟
断
存
）
「
文
の
心
は
此
経
を
持
人

は
百
人
は
百
人
な
が
ら
、
千
人
は
千
人
な
が
ら
、
一
人
も
か
け
ず
仏
に
成
と
申
文
也
。
」
（
定
一
八
九
O
頁
）
と
。
佐
前
に
三
例
。
佐
後

十
二
例
あ
っ
て
、
こ
れ
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
え
る
者
を
指
し
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）

テ

J

ヲ

－

－

ヨ

ル

J

9

4

－

そ
の
⑩
普
薩
聞
ニ
是
法
一
疑
網
皆
己
除
千
二
百
羅
漢
悉
亦
当
ニ
作
仏
一
（
大
正
九
・
一

O
頁
a
）
（
岩
波
上
・
一
二
八
頁
）

シ

－

建
治
三
年
五
六
歳
作
の
法
華
初
心
成
仏
紗
〈
祐
師
目
録
存
）
に
は
、
そ
の
菩
躍
を
活
釈
し
て
、
菩
瞳
・
ニ
乗
・
凡
夫
が
含
ま
れ
る
と
し

テ

ノ

ヲ

品

9

へ

右
の
文
を
成
仏
の
経
文
証
拠
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。
「
菩
薩
聞
ニ
是
法
一
疑
網
皆
己
除
と
云
る
。
宣
是
菩
薩
の
得
益
な
し
と
云
は
ん
や
。

キ

：
：
：
此
等
の
文
の
心
は
、
利
根
に
で
も
あ
れ
鈍
根
に
で
も
あ
れ
、
持
戒
に
で
も
あ
れ
破
戒
に
で
も
あ
れ
、
貴
も
あ
れ
賎
も
あ
れ
、
一
切
の

菩
薩
・
凡
夫
・
二
乗
は
法
華
経
に
て
成
仏
得
道
な
る
べ
し
生
委
な
る
を
や
o

」
（
定
一
四
一
八
頁
〉
0

尚
、
千
二
百
羅
漢
の
成
仏
に
つ

い
て
は
関
目
抄
（
真
蹟
身
延
曽
存
定
五
四
二
頁
）
等
で
論
じ
て
い
る
。

以
上
の
様
に
、
日
蓮
聖
人
通
文
上
に
は
方
便
品
の
成
仏
に
関
す
る
文
証
例
と
し
て
十
証
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
次
に
響
喰
品
に
関
し
て

は
四
証
例
が
見
ら
れ
る
。

2
、
普
喰
品
第
三
の
文
証
（
四
証
）

テ

品

品

ル

そ
の
①
舎
利
弗
汝
於
二
未
来
世
一
乃
至
当
レ
停
在
仏
一
号
日
ニ
華
光
如
来
一
（
大
正
九
・
二
頁
b
）
〈
出
綾
上
・
一
四
さ
員
）

シ

右
の
舎
利
弗
の
授
記
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
十
五
御
書
に
お
い
て
見
ら
れ
常
乗
作
仏
の
代
表
者
で
あ
る
舎
利
弗
の
成
仏
を
関

目
抄
（
真
蹟
身
延
曽
存
）
で
は
次
の
様
に
い
う
。
舎
利
弗
等
の
二
乗
の
成
仏
は
法
華
経
に
て
初
め
て
認
め
ら
れ
、
諸
経
に
は
な
い
と
論
じ

ら
れ
て
い
る
〈
定
五
四
二
頁
）
。
観
心
本
尊
抄
（
真
蹟
完
）
で
は
、
舎
利
弗
の
成
仏
（
授
記
）
を
以
て
「
経
云
舎
利
弗
乃
至
華
光
如
来

等
云
云
。
此
声
聞
界
所
具
十
界
也
」
〈
定
七
O
四
頁
）
と
述
べ
、
ニ
乗
成
仏
の
経
文
証
拠
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

号

9

J

X

e

F

F

テ

J

そ
の
②
釈
提
桓
因
党
天
王
等
与
二
無
数
天
子
一
乃
至
我
等
亦
知
レ
是
必
泊
レ
得
ニ
作
仏
－
於
一
二
切
世
間
一
最
尊
無
レ

有
レ
上
（
大
正
九
・
一
二
頁
a
）
（
岩
波
上
・
一
五
四
！
六
頁
）

日
蓮
聖
人
は
こ
の
文
こ
そ
、
具
体
的
に
党
天
・
帝
釈
・
諸
天
が
成
仏
し
た
姿
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
こ
の
経
文
を
観
心
本
尊
抄
（
真
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蹟
完
）
に
引
い
て
次
の
様
に
い
う
の
で
あ
る
「
経
云
大
党
天
王
乃
至
我
等
亦
如
是
必
当
得
作
仏
讐
玄
。
此
天
界
所
具
十
界
也
」

O
四
頁
）
と
。

ν
舟
ナ
q

J

J

ハ

タ

レ

ナ

リ

そ
の
③
今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
（
大
正
九
・
一
四
頁
c
）
（
岩
波
上
・
一
九
八
頁
）

文
永
九
年
五
一
歳
作
の
日
妙
聖
人
御
書
（
真
蹟
断
存
）
に
「
六
度
の
功
徳
を
妙
の
一
字
に
を
さ
め
給
て
、
末
代
悪
世
の
我
等
衆
生
に
一

善
も
修
せ
ざ
れ
ど
も
六
度
万
行
を
満
足
す
る
功
徳
を
あ
た
へ
給
。
今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
こ
れ
な
り
。
我
等
具
縛
の
凡

夫
忽
に
教
主
釈
尊
と
功
徳
ひ
と
し
。
彼
の
功
徳
を
全
体
う
け
と
る
故
な
り
。
」
（
定
六
四
回
l
五
頁
）
。
と
述
べ
ら
れ
て
、
釈
尊
と
私
達

は
親
子
関
係
に
あ
る
文
証
と
し
て
示
し
て
い
る
。
子
は
父
な
る
釈
尊
が
、
そ
の
六
度
満
行
の
功
徳
を
悉
く
お
さ
め
尽
し
た
妙
法
を
受
持
す

る
こ
と
に
よ
り
、
釈
尊
と
功
徳
が
ひ
と
し
く
仏
と
成
る
こ
と
の
証
拠
文
証
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
親
（
釈
尊
）
の
功
徳
の
全
体
を
譲
り
受

け
と
る
果
報
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
成
仏
が
出
来
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
聖
人
の
成
仏
観
の
特
色
が
あ
る
。

セ

セ

ハ

’

－

7

h

v

J

’

hv

，v

－－

そ
の
④
若
人
不
レ
信
壁
一
誘
此
経
一
則
断
二
切
世
間
仏
種
一
乃
至
其
人
命
終
入
ニ
阿
鼻
獄
一
（
き
比
九
・
一
五
頁
b
）
（
出
稜
上
・

二
O
八
頁
）

右
の
文
は
、
日
蓮
聖
人
遺
文
の
五
三
の
御
害
に
六
六
回
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
用
例
は
法
華
経
を
誘
れ
ば
地
獄
行
の
文
証
と
し
て
い

る
。
た
だ
一
回
、
そ
の
用
例
が
異
な
る
の
は
文
応
元
年
三
九
歳
作
の
十
法
界
明
因
果
紗
（
進
師
本
）
で
あ
る
。
こ
の
経
文
を
活
釈
し
て
捉

え
、
逆
に
信
ず
る
側
の
功
徳
と
し
て
往
生
成
仏
と
な
る
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
法
華
経
瞥
喰
品
云
若
人
不
レ
信
駿
二
誘
此
経
一

（
中
略
）
ふ
一
阿
義
一
文
。
此
文
案
永
一
小
塁
ニ
賢
己
前
・
大
草
信
己
前
・
末
代
町
夫
十
悪
・
五
逆
・
季
父
母
・
女
人
気
一
。

此
等
閑

J

一
喜
多
毛
一
宮
ニ
題
。
角
一
受
一
一
持
読
一
－
一
試
一
字
一
旬
四
句
一
品
一
巻
八
竜
一
乃
柔
和
た
が
暑
熱
ハ

自
二
法
華
経
一
之
外
一
代
聖
教
深
習
達
二
義
理
一
堅
持
二
大
小
乗
戒
一
勝
下
於
如
ニ
大
菩
謹
一
者
上
可
レ
遂
ニ
往
生
成
仏
一
説
」
（
定
一

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）

（
定
七

( 31) 



日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）

七
二

l
三
頁
）
。
と
あ
る
か
ら
逆
説
的
往
生
成
仏
の
文
証
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

3
、
信
解
品
第
四
の
文
証
（
一
証
）

そ
の
①
無
上
宝
戎
不
ど
配
属
（
大
正
九
・
一
七
頁
C

）
（
岩
波
上
・
二
四
二
頁
〉

右
の
経
文
は
四
大
声
聞
の
領
解
の
文
で
あ
る
。
こ
の
経
文
引
用
は
四
御
書
に
見
ら
れ
る
。
文
永
十
年
五
二
歳
作
の
観
、
中
本
尊
抄
〈
真
蹟

完
）
で
は
、
受
持
譲
与
段
（
三
十
三
字
段
）
に
引
き
、
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
す
べ
て
の
功
徳
が
我
等
に
自
然
に
譲
与
さ
れ
る
、
経
証
と
し

て
四
大
声
聞
の
領
解
の
文
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
四
大
声
聞
領
解
－
R
無
上
宝
珠
不
求
自
得
一
玉
三
。
そ
し
て
こ
の
文
こ
そ
が
「
我
気

己
心
声
聞
界
」
（
定
七
一
一
頁
〉
の
証
拠
経
文
な
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
上
の
四
大
声
聞
の
授
記
は
授
記
品
第
六
に
て
、
そ
の
文

証
が
見
え
る
け
れ
ど
も
、
日
蓮
聖
人
は
信
解
の
四
大
声
聞
の
領
解
の
文
に
も
我
等
が
己
心
に
具
足
す
る
所
の
声
聞
界
の
仏
界
（
成
仏
〉
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

4
、
薬
草
喰
品
第
五
の
文
証
（
一
証
）

そ

の

①

所

弘

荷

唯

有
J
一
如
阜
市
一
弘
一
此
東

t
J
Z密
w
b
J

（
大
正
九
・
一
九
頁
b
）
（
岩
波
上
二
一
七
O
頁）

天
台
大
師
は
法
華
文
句
に
て
、
こ
の
経
文
の
種
を
釈
し
て
相
対
と
就
類
め
二
種
の
開
会
を
述
べ
て
い
る
〈
法
華
文
句
記
巻
十
九
・
十
五

右
）
。
日
蓮
聖
人
は
弘
安
三
年
五
九
歳
作
の
妙
一
女
御
返
事
に
、
成
仏
に
は
種
類
種
・
相
対
種
〈
妙
楽
は
文
句
記
巻
十
九
・
十
五
左
に
て

敵
対
と
も
名
づ
け
て
い
る
〉
の
成
仏
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
そ
の
二
種
の
成
仏
の
根
拠
は
本
門
の
寿
量
品
に
あ
る
と
い
う
。
「
法
門
に
し

て
得
道
せ
る
人
々
、
種
類
種
相
対
種
の
成
仏
、
何
れ
も
其
実
義
は
本
門
寿
量
品
に
限
（
る
）
」
（
定
一
七
九
九
頁
）
。
こ
の
二
種
の
開
会

（
成
仏
〉
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、
建
治
四
年
富
木
殿
に
宛
た
始
聞
仏
乗
義
（
真
蹟
完
）
の
手
紙
に
見
え
る
。
「
民
法

華
三
思
如
何

oa志
夜
町
夫
修
二
島
幸
経
曹
三
事
－
一
。
一
ザ
類
穂
町
会
二
府
対
露
会
也
。
民
此
＆
ぶ
的
色
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品

7

ノ

ナ

リ

J

－－

J

J

・－T
リ

品

、

法
華
経
第
三
薬
草
喰
品
云
種
相
体
性
四
字
。
其
四
字
中
第
一
種
一
字
一
一
。
一
就
類
種
ニ
相
対
種
」

言
い
。
就
類
種
の
開
会
の
内
容
は
小
善
即
大
善
の
小
善
成
仏
で
あ
る
と
い
う
。
相
対
種
開
会
の
成
仏
は
煩
悩
業
苦
の
三
道
の
当
体
を
押
え

て
、
法
身
般
若
解
脱
の
三
徳
に
か
え
る
こ
と
だ
。
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
反
対
の
開
会
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
例
え
ば
毒
を
以
て
薬

テ

ク

ヲ

と
な
す
。
三
道
（
悪
）
即
三
徳
（
善
）
。
煩
悩
即
菩
提
の
法
門
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
敵
対
種
開
会
こ
そ
、
「
始
聞
二
法
華
経
一
」
法

門
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（
定
一
四
五
四
頁
）
。
そ
し
て
「
末
代
町
夫
民
一
此
法
町
一
唯
我
一
ん
京
一
成

u
h－
－
父
玖
又
即
身
成
川
市
」

〈
定
一
四
五
四
頁
）
と
親
子
同
時
成
仏
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
日
蓮
聖
人
の
成
仏
観
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
親
子
同

時
成
仏
に
つ
い
て
は
、
次
の
授
記
品
の
経
文
を
引
用
さ
れ
て
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
次
に
論
じ
て
み
よ
う
。

5
、
授
記
品
第
六
の
文
証
（
四
証
）

授
記
品
の
成
仏
の
文
証
は
四
大
証
聞
の
授
記
の
文
で
あ
る
。

テ

品

ン

ナ

ル

ヲ

ト

オ

バ

ワ

ン

ト

そ
の
①
摩
詞
迦
葉
σ
於
一
一
未
来
世
一
乃
至
得
レ
成
一
一
為
仏
一
。
名
目
二
光
明
如
来
（
大
正
九
・
二

O
頁
b
j
c
）

一
二
頁
）

（
定
一
四
五
二
頁
〉
が
あ
る
と
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（
岩
波
上
・
三

そ
の
②

そ
の
③

須
並
日
提
r
氏
一
当
来
世
－
一
乃
至
宇
民
一
，
為
u
h一
0
1町
一
名
相
如
来
（
大
正
九
・
二
一
頁
a
）

大
迦
筋
延
比
一
一
当
来
世
－
一
乃
至
当
得
レ
作
レ
仏
号
日
－

g那
提
案
議
（
大
正
九
二
二
頁
b
）

〈
岩
波
上
・
三
二

O
頁〉

（
岩
波
上
・
三
二

四
頁
）そ

の
④

大
目
健
連
，
乃
至
当
ド
得
二
成
仏
一
号
日
づ
一
多
摩
羅
故
栴
檀
香
如
来
〈
大
正
九
・
二
一
頁
C

）

〈
岩
波
上
・
三
二
八

i
三

O
頁）四

大
声
聞
の
四
人
の
個
有
名
詞
を
以
て
、
そ
の
成
仏
を
一
諸
に
述
べ
て
い
る
遺
文
は
関
目
抄
（
真
蹟
身
延
曽
存
）
だ
け
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）

法



日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）

華
経
の
現
文
を
拝
見
す
る
に
、
舎
利
弗
華
光
如
来
、
迦
葉
光
明
如
来
、
須
菩
提
名
相
如
来
、
迦
筋
延
閤
浮
那
提
金
光
如
来
、
目
連
多
摩
羅

政
栴
檀
香
仏
」
（
定
五
四
二
頁
）
の
言
で
あ
る
。
こ
の
文
は
四
大
声
聞
等
の
成
仏
を
も
っ
て
、
二
乗
作
仏
の
文
証
と
し
て
お
り
、
諸
経
に

は
二
乗
作
仏
が
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
観
心
本
尊
抄
（
真
蹟
完
〉
で
は
、
こ
の
四
大
声
聞
の
成
仏
を
以
て
声
聞
界
所
具
の
十
界
の
文

証
と
見
ら
れ
て
い
る
。
「
経
云
舎
利
弗
乃
至
華
光
加
来
等
云
云
。
此
声
聞
界
所
具
十
界
也
」
（
定
七
O
四
頁
〉
。
他
の
遺
文
に
で
も
四

、a

、《U
恥

、

へ

大
声
間
の
成
仏
が
説
カ
れ
て
し
る
尚
親
子
同
時
成
仏
に
つ
い
て
は
「
目
連
尊
者
：
：
：
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
て
多
摩
羅
政
勝
担
香
仏

と
な
り
給
、
此
時
母
も
仏
に
な
り
給
」
（
定
四
九
一
ニ
）
。
ま
た
孟
蘭
盆
御
書
（
真
蹟
完
）
に
「
目
連
尊
者
：
：
：
や
が
て
仏
に
な
り
て
：
：
：

此
時
こ
そ
父
母
も
仏
に
な
り
給
へ
」
（
定
一
七
七
四
頁
）
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

6
、
化
城
喰
品
第
七
の
文
証
（
二
証
）

テ

J

，

タ

ホ

hv

’

－

ト

そ
の
①
願
以
二
此
功
徳
一
普
及
二
於
一
切
一
我
等
与
二
衆
生
一
皆
共
成
二
仏
道
一
（
大
正
九
・
二
四
頁

c
）
（
岩
波
中
・
五

二
頁
）弘

安
三
年
五
九
歳
作
の
孟
蘭
盆
御
書
〈
真
蹟
完
〉
に
は
、
治
部
殿
の
祖
母
が
、
孫
の
治
部
房
に
導
か
れ
て
成
仏
で
き
る
こ
と
を
強
調
さ

れ
て
い
る
（
定
一
七
七
五

i
六
頁
）
。
そ
の
先
例
と
し
て
目
連
尊
者
の
親
子
同
時
成
仏
の
法
門
が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
親
子
同
時
成
仏

の
文
証
と
し
て
、
こ
こ
で
は
右
の
経
文
を
証
拠
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
目
連
尊
者
が
法
華
経
信
ま
い
ら
せ
大
善
は
、
我
が
身
仏
に
な
る

7

か

み

し

も

か

み

し

も

の
み
な
ら
ず
、
父
母
仏
に
な
り
給
。
上
七
代
下
七
代
、
上
無
量
生
下
無
量
生
の
父
母
等
存
外
に
仏
と
な
り
穐
乃
苔
守
T
息
・
夫
妻
・
所
従
・

ユ

タ

タ

ハ

テ

ヲ

タ

檀
那
・
無
量
衆
生
三
悪
道
を
は
な
る
る
の
み
な
ら
ず
、
皆
初
住
・
妙
覚
の
仏
と
な
り
ぬ
。
故
に
法
華
経
第
三
云
願
以
二
此
功
徳
－
普

ホ

ジ

品

ト

ユ

セ

ン

ヲ

7

を
ん
み

及
二
於
一
切
一
我
等
与
二
衆
生
一
皆
共
成
ニ
仏
道
二
五
五
。
さ
れ
ば
此
等
を
も
っ
て
恩
に
、
貴
女
は
治
部
殿
と
申
孫
を
僧
に
で
も
ち
給
へ

リ
：
：
：
」
（
定
一
七
七
五
頁
）
と
あ
る
様
に
成
仏
の
経
文
文
証
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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か
し
こ
J

J

e

－
－
－

e

－ルルナリ

そ
の
②
在
在
諸
仏
土
常
与
レ
師
倶
生
（
大
正
九
・
二
六
頁

c
）
（
岩
波
中
・
八
四
頁
）

弘
安
元
年
五
七
歳
作
の
華
果
成
就
御
書
に
右
の
経
文
を
以
て
日
蓮
聖
人
と
故
道
善
房
の
師
弟
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
「
日
蓮
法
華
経
を

弘
る
功
徳
は
必
ず
道
善
房
の
身
に
帰
す
べ
し
。
あ
ら
た
う
と
た
う
と
。
よ
き
弟
子
を
も
っ
と
き
ん
ば
師
弟
仏
果
に
い
た
り
、
あ
し
き
弟
子

江
す

を
た
く
は
ひ
ぬ
れ
ば
師
弟
地
獄
に
を
つ
と
い
へ
り
。
師
弟
相
違
せ
ば
な
に
事
も
成
べ
か
ら
ず
。
」
（
定
一
五
O
O頁
）
と
述
べ
。
こ
の
様

な
師
弟
関
係
を
も
っ
て
成
仏
を
論
ず
る
例
は
文
永
三
年
四
五
歳
作
の
秋
元
殿
御
返
事
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
書
は
秋
元
殿
の
方
か
ら
日
蓮

キ

ム

聖
人
の
弟
子
に
な
り
た
い
と
い
う
申
し
出
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
「
聖
人
の
仰
を
承
候
に
、
法
華
経
の
題
目
に
限
て
可
レ
弘
由
聴
聞
申

aT

明、・
L

し
て
御
弟
子
の
一
分
に
定
り
候
。
」
（
定
四
O
五
i
六
頁
）
、
こ
れ
に
対
し
て
日
蓮
聖
人
は
次
の
様
に
答
え
て
い
る
。
「
法
華
経
は
末
法

み

で

し

セ

の
始
五
百
年
に
弘
ま
り
給
ふ
べ
き
と
聴
聞
仕
り
御
弟
子
と
な
る
と
仰
候
事
。
師
檀
と
な
る
事
は
三
世
の
契
り
種
熟
脱
の
三
益
別
人
を
求
ん

品
－
－
レ
V

い
よ
い
よ

ゃ
。
在
在
諸
仏
土
常
与
レ
師
倶
生
：
：
：
禰
信
、
を
い
た
し
給
べ
し
、
信
、
を
い
た
し
給
べ
し
。
」
（
定
四
O
七
頁
）
。
こ
れ
は
師
檀
の

関
係
で
あ
る
。

次
に
師
弟
の
関
係
は
文
、
究
年
五
一
歳
作
の
最
善
御
返
事
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
文
、
最
蓮
房
側
か
ら
の
申
し
出
で
あ
る
。
「
夜

ひ

と

か

ず

ノ

云
、
去
二
月
の
始
よ
り
御
弟
子
と
な
り
、
帰
伏
仕
候
上
は
、
自
今
以
後
者
人
数
な
ら
ず
候
と
も
御
弟
子
一
分
と
被
ニ
思
食
一
候
は
ば
、
恐

悦
に
可
一
一
相
存
一
候
云
云
。
」
（
定
六
二

O
頁
）
に
対
し
て
「
経
の
文
に
は
存
在
諸
仏
土
常
与
レ
師
倶
生
：
：
：
案
二
此
経
釈
一
自
二

過
去
無
量
劫
一
己
来
有
プ
一
師
弟
契
約
一
一
欺
。
我
等
州
市
J

一
末
法
濁
世
－
一
生
を
南
閤
浮
提
大
日
本
国
に
う
け
、
平
不
も
諸
仏
出
世
之
本
懐
た
る
南

も
て
あ
そ

無
妙
法
蓮
華
経
を
口
に
唱
へ
心
に
信
じ
身
に
持
ち
手
に
翫
ぷ
事
、
是
偏
に
過
去
の
宿
習
な
る
欺
。
」
（
定
六
二

O
ー
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
、

「
今
必
仏
・
真
雪
辱
の
邪
法
・
邪
師
を
捨
て
て
日
蓮
が
弟
子
と
な
り
給
ら
ん
難
レ
有
事
也
。
」
（
定
六
二
三
頁
）
「
実
に
無
始
砿
効
之
契
約
、

e

－
レ
チ
キ
ヤ

h
y
p
T
7

品

常
与
師
倶
生
の
理
な
ら
ば
、
日
蓮
今
度
成
仏
せ
ん
に
貴
辺
宣
相
離
可
レ
堕
二
在
悪
趣
一
哉
。
」
（
定
六
二
四
頁
）
と
答
え
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）

以
上
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
日
蓮
聖
人
は
化
城
喰
品
の
そ
の
①
、
そ
の
②
の
経
文
を
、
成
仏
の
文
証
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
理
解
で
き
よ

・っ。
7
、
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
の
文
証
（
二
証
）

そ
の
①
富
棲
那
乃
至
漸
賞
二
曇
薩
之
弘
一
事
無
詩
集
品
叫
一
。
当
γ
氏
一
些
一
鮮
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
事
。

シ

旋
回
二
法
明
如
来
（
大
正
九
・
二
七
頁
c
）
（
岩
波
中
・
九
八
頁
）

遺
文
中
に
富
楼
那
の
成
仏
を
固
有
名
詞
を
挙
げ
て
明
確
に
論
じ
て
い
る
の
は
、
文
永
九
年
五
一
歳
作
、
関
目
抄
〈
真
蹟
曽
存
）
の
「
法

華
経
の
現
文
を
拝
見
す
る
に
：
：
：
富
楼
那
法
明
如
来
」
（
定
五
四
二
頁
）
と
い
う
授
記
の
文
だ
け
で
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
総
称
と
し

て
声
聞
の
成
仏
を
論
じ
て
い
る
場
合
に
も
、
富
棲
那
の
成
仏
の
義
が
あ
り
得
る
と
思
う
。
例
え
ば
観
心
本
尊
抄
（
真
蹟
完
）
で
、
舎
利
弗

の
成
仏
を
論
じ
て
「
此
声
聞
界
所
具
十
界
也
」
（
定
七
O
四
頁
）
と
い
う
、
声
聞
界
十
界
互
具
の
義
は
当
然
と
富
楼
那
に
も
当
て
般
ま
る

筈
で
あ
る
。
ま
た
二
乗
作
仏
の
義
に
も
当
然
と
富
楼
那
等
の
成
仏
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

是
千
二
百
阿
羅
漢
我
今
当
三
現
前
次
第
与
ニ
授
阿
縛
多
羅
三
貌
三
普
提
記
一
乃
至
旋
回
二
普
明
加
来
（
大
正
九
・
二

シ

( 36) 

そ
の
②

八
頁
b
〉

（
岩
波
中
・
一

O
八
頁
）

千
二
百
阿
羅
漢
の
成
仏
を
述
べ
る
遺
文
は
、
関
目
抄
の
「
五
百
・
七
百
普
明
如
来
」
（
定
五
四
二
頁
）
の
文
で
あ
る
。
千
二
百
羅
漢
の

成
仏
に
関
し
て
は
、
文
永
十
年
五
二
歳
作
の
小
乗
大
乗
分
別
紗
（
真
蹟
断
存
）
に
「
二
乗
作
仏
諸
経
に
な
く
ぱ
、
仏
の
御
弟
子
：
：
：
神
通

第
一
の
目
連
等
の
十
大
弟
子
・
千
二
百
の
羅
漢
：
：
：
過
去
遼
遠
効
よ
り
未
来
無
数
劫
に
い
た
る
ま
で
法
華
経
に
値
た
て
ま
つ
ら
ず
ぱ
、
永

く
色
心
倶
に
滅
し
て
永
不
成
仏
の
者
と
な
る
べ
し
」
〈
定
七
七
一
頁
）
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
建
治
三
年
五
六
歳
作
の
法
華
初
心
成
仏
紗

（
祐
師
目
録
存
）
に
も
、
同
様
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
定
一
四
三
O
頁
）
。
千
二
百
羅
漢
の
個
々
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
所



は
、
文
永
三
年
四
五
歳
作
の
法
華
題
目
紗
（
真
蹟
断
存
）
の
須
梨
繋
特
「
鈍
根
第
一
の
須
梨
柴
特
は
智
態
も
な
く
悟
も
な
し
。
只
一
念
の

信
あ
り
て
普
明
如
来
と
成
給
ふ
。
」
（
定
三
九
二
頁
）
と
、
個
有
名
詞
が
見
え
る
。
建
治
元
年
五
四
歳
作
の
上
野
殿
御
返
事
（
興
師
本
）

「
天
眼
第
一
の
あ
な

gi－
－
－
普
明
如
来
と
叱
へ
き
よ
し
、
仏
に
争
か
ほ
ら
せ
号
。
」
（
定
九
八
七
i
八
頁
）
と
見
え
る
。
ま
た
阿

那
律
に
関
し
て
は
他
の
遺
文
に
も
見
え
弘

8
、
授
学
無
学
人
記
品
第
九
の
文
証
（
三
証
）

テ

－

－

’

－

Z
ル
＝
ト
ヲ
ケ
ン

そ
の
①
阿
難
汝
於
ニ
来
世
一
当
下
得
二
作
仏
一
競
－
一
山
海
慧
自
在
通
王
如
来
〈
大
正
九
・
二
九
頁
c
）
（
出
家
中
・
三
西
頁
〉

シ

そ

の

②

羅

羅

長

一

査

一

位

γ
得
一
一
作

ιー
が
づ
一
踊
七
宝
華
如
来
（
大
正
九
二
一
一
O
頁
a
）
（
岩
事
・
＝
一
一
？
一
一
恵

テ

ヲ

タ

品

シ

テ

ヲ

ワ

ン

ト

そ
の
③
学
無
学
二
千
人
乃
至
各
得
二
成
仏
一
皆
同
一
披
名
目
二
宝
相
如
来
（
大
正
九
・
三
O
頁
b
）
（
岩
波
中
・
一
三
一
凶
｜

六
頁
）阿

難
・
羅
羅
・
学
無
学
二
千
人
は
、
四
十
二
年
の
閥
、
敗
種
の
二
乗
と
し
て
永
不
成
仏
と
嫌
は
れ
て
い
た
が
、
法
華
経
に
来
て
成
仏

で
き
た
と
日
蓮
聖
人
は
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿
難
・
羅
羅
・
学
無
学
二
千
人
の
成
仏
を
一
緒
に
論
ず
る
遺
文
は
、
聖
愚
問
答
紗

（
定
三
七
五
頁
）
と
関
目
抄
（
真
蹟
曽
存
・
定
五
四
二
頁
）
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
の
強
調
す
る
内
容
説
明
も
詳
し
い
。
文
、
阿
難
の
成
仏

に
関
し
て
言
う
所
は
①
念
仏
無
間
地
獄
紗
（
定
三
五
頁
〉
②
唱
法
華
題
目
紗
（
定
一
八
五
頁
）
③
諸
法
実
相
紗
（
定
七
二
八
頁
）
③
報
恩

抄
（
真
一
蹟
曽
存
・
定
一
二
四
九
頁
）
等
に
見
え
る
。
羅
羅
の
成
仏
に
関
し
て
は
①
開
目
抄
（
真
蹟
曽
存
・
定
五
六
二
頁
）
②
千
日
尼
御

返
事
（
真
蹟
完
・
定
一
七
六
O
頁
）
等
に
見
え
る
。

9
、
法
師
品
第
十
の
文
証
（
五
証
）

ハ

ル

ヤ

ー

そ
の
①
薬
王
汝
見
下
是
大
衆
中
無
量
諸
天
龍
王
夜
文
乾
閥
婆
阿
修
羅
迦
棲
羅
緊
那
羅
摩
羅
伽
人
与
ニ
非
人
一

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
〉
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日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）ル

ヲ

ル

ヲ

ト

ヲ

キ

J

J

・－vテ
タ

テ

品

丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
求
二
聾
間
一
者
求
二
壁
支
仏
一
者
求
ニ
仏
道
一
者
上
知
レ
是
等
類
戚
於
二
仏
前
一
間
二
妙
法
華
経
一

億
五
乃
至
一
倉
吉
乏
ハ
蕃
与
一
一
義
一
崎
一
－
レ
得
一
一
喜
多
羅
三
貌
三
菩
提
丸
一
〈
大
正
九
二
一
一

O
頁
C

）
〈
岩
波
中
・

一四
O
頁〉

日
蓮
聖
人
は
右
の
経
文
を
以
て
、
序
品
第
一
に
列
座
す
る
四
阿
修
羅
王
の
上
首
で
あ
る
所
の
婆
稚
阿
修
羅
が
具
体
的
に
成
仏
し
た
文
証

と
し
て
、
次
の
織
に
見
ら
れ
て
い
る
。
観
主
尊
抄
（
真
蹟
完
〉
「
長
婆
稚
阿
修
羅
王
乃
至
聞
一
空
句
得
寝
室
著
書
提

等－

f
。
修
羅
界
所
具
十
界
也
。
」
（
定
七
O
四
頁
）
。
観
、
。
本
尊
抄
以
前
に
於
て
も
阿
修
羅
の
成
仏
は
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
正
元
元
年

三
八
歳
作
の
爾
前
二
警
察
作
仏
事
（
真
蹟
身
延
曽
存
〉
の
「
阿
情
勢
プ
成
ゐ
丸
一
」
（
定
一
四
六
頁
）
の
文
で
あ
る
が
、
そ
の

経
証
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

・－
ν
テ

キ

テ

そ
の
②
文
如
来
滅
度
之
後
若
有
レ
人
間
二
妙
法
蓮
華
経
乃
至
一
偏
一
句
一
一
念
随
喜
者
我
亦
与
ニ
．
授
阿
持
多
羅
三
貌
三
菩

提
記
一
〈
大
正
九
・
三
O
頁
c
）
（
岩
波
中
・
一
四
O
l二
頁
）

日
蓮
聖
人
は
右
の
経
文
を
以
て
、
聖
人
御
自
身
に
お
け
る
成
仏
の
保
証
で
あ
る
文
証
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
文
永
八
年

V
テ

カ

y

五
十
歳
作
の
転
重
軽
受
法
門
（
真
蹟
完
）
に
、
響
曲
嚇
品
の
軽
賎
憎
嫉
而
慎
一
一
結
恨
一
の
文
。
法
師
品
の
如
来
現
在
猶
多
一
一
怨
嫉
一
弘
蹴

J

ヲ

ヤ

へ

ヲ

し

ば

し

ば

し

V
V

セ

h
v
テ

あ

だ

h

y

a

r

h

y

度
後
の
文
。
勧
持
品
の
加
二
万
杖
一
、
数
数
見
二
摘
出
一
の
文
。
安
楽
行
品
の
一
切
世
間
多
レ
怨
難
レ
信
の
文
。
等
を
身
を
以
て
色
読
体

品

ヤ

験
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
（
定
五
O
八
頁
）
、
「
今
日
蓮
法
華
経
一
部
よ
み
て
候
。
一
句
一
偏
に
猶
受
記
を
か
ほ
れ
り
。
何
況
一
部
を

や
と
、
い
よ
い
よ
た
の
も
し
。
」
と
い
う
文
で
あ
る
（
定
五
O
八
頁
）
。
又
、
建
治
元
年
五
四
歳
作
の
種
積
街
振
舞
御
書
（
真
蹟
身
延
首

存
〉
に
も
「
仏
滅
度
後
二
千
二
百
余
年
が
問
、
恐
は
天
台
智
者
大
師
も
一
切
世
間
多
怨
難
信
の
経
文
を
ぱ
行
じ
給
は
ず
。
数
数
見
披
出
の

明
文
は
但
日
蓮
一
人
也
。
一
句
一
偏
我
皆
与
授
記
は
我
也
。
阿
縛
多
羅
三
貌
三
善
提
は
疑
な
し
。
」
（
定
九
七
一
頁
）
等
に
見
ら
れ
る
文
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を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ

テ

ユ

e

－

xル
ヨ
ト
ヲ

e

－
z

J

テ

品

y

a

r

Z

ル
ヨ
ト
ヲ

そ
の
③
若
有
レ
人
間
F
何
等
衆
生
於
一
一
未
来
世
一
当
上
レ
得
二
作
仏
一
応
レ
示
是
諸
人
等
於
二
未
来
世
一
必
得
二
作
仏
一
（
大
正

キ
ト

九
二
ニ

O
頁

c
）
（
岩
波
中
・
一
四
二
｜
四
頁
）

日
蓮
聖
人
は
右
の
経
文
を
建
治
二
年
作
の
法
華
初
心
成
仏
紗
（
祐
師
目
録
存
）
に
て
引
か
れ
、
次
の
様
に
釈
し
て
い
る
。
「
文
の
心
は
、

‘，
 

協
な
る
衆
生
か
仏
に
な
る
べ
き
と
聞
は
ぱ
、
法
華
経
を
受
持
し
奉
ん
人
必
ず
仏
に
な
る
べ
し
と
あ
べ
き
也
。
是
仏
の
御
本
意
也
」
（
定
一

四
二
四
頁
）
。
こ
れ
は
、
成
仏
と
い
う
こ
と
は
法
華
経
受
持
、
以
外
に
あ
り
え
な
い
。
と
い
う
経
文
証
拠
と
し
て
見
ら
れ
て
お
ら
れ
た
。

シ

テ

タ

ト

キ

，

巷

品

川

パ

，

a
T

ル

昆

ル

コ

ト

ヲ

是
人
歓
喜
説
レ
法
須
奥
聞
ν
之
即
得
レ
究
一
了
寛
阿
縛
多
羅
三
義
三
菩
提
一

四
六そ
頁り
） ω 

〈
大
正
九
・
三
頁

a
）

（
岩
波
中
・
一

日
蓮
聖
人
の
法
華
経
の
成
仏
観
に
は
法
華
経
を
得
て
須
奥
に
成
仏
（
菩
提
）
で
き
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
例
え
ば
建
長
七
年
三
四

歳
作
の
蓮
惑
に
右
の
経
文
を
引
用
し
、
「
些
ロ
提
を
昼
夜
奥
も
此
古
門
を
慨
す
徳
也
。
」
（
定
一
八
頁
）
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
須
奥
間
之
の
成
仏
に
於
い
て
は
、
日
蓮
聖
人
に
二
通
り
の
解
釈
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

一
は
、
仁
治
三
年
二
一
歳
作
の
戒
体
即
身
成
仏
義
（
祐
師
団
録
存
）
に
見
ら
れ
る
。
法
華
開
会
の
戒
体
を
示
す
に
、
こ
れ
は
仏
因
仏
果
の

戒
体
で
あ
る
か
ら
、
戒
を
受
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
即
身
成
仏
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
、
党
網
経
・
理
洛
経
の
大
乗
戒
は
「
菩
薩
は
文
民
一
一

無
量
劫
叫
一
号
良
一
誓
願
し
て
発
得
せ
し
戒
体
也
。
須
奥
聞
之
即
得
究
寛
の
戒
体
と
不
レ
手
札
」
（
定
八
頁
）
の
欠
点
が
あ
る
。

と
説
き
、
法
華
開
会
の
戒
体
と
の
相
違
を
述
べ
て
い
る
。
文
応
元
年
三
九
歳
作
の
十
法
界
明
因
果
紗
〈
進
師
本
）
に
も
、
法
華
経
は
速
疾

亨

チ

ル

J

品

頓
成
の
戒
で
あ
る
と
捉
え
、
「
衆
生
受
二
仏
戒
一
即
入
二
諸
仏
位
－
等
文
法
華
経
須
奥
聞
之
即
得
究
寛
文
同
レ
之
。
」
（
定
一
八
一
ー

ニ
頁
〉
で
あ
る
。
と
論
じ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
ニ
書
に
見
ら
れ
る
須
奥
聞
之
の
成
仏
は
受
戒
成
仏
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）

一
方
、
佐
後
に
な
る
と
、
そ
の
須
奥
聞
之
の
成
仏
は
受
戒
で
は
な
く
、
法
華
経
の
お
題
目
を
唱
え
る
、
唱
題
成
仏
・
受
持
成
仏
が
強
調

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
文
永
九
年
五
一
歳
作
の
祈
梼
紗
（
真
蹟
身
延
曽
存
）
に
は
、
法
華
経
を
「
人
に
説
聞
か
せ
給
は
ず
ば

仏
種
を
た
た
せ
給
ふ
対
あ
り
（
定
六
七
O
頁
）
は
、
法
華
経
の
文
字
は
釈
迦
如
来
の
働
総
也
（
定
六
七
一
）
、
行
者
は
：
：
：
身
は
不
浄
な

り
と
も
、
戒
徳
は
備
へ
ず
と
も
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申
さ
ば
、
払
寸
護
し
給
ベ
し
（
定
六
七
九
頁
）
」
と
い
う
こ
と
を
踏
え
ら
れ
て
「
法
華

経
は
須
奥
の
問
此
を
聞
て
仏
に
な
れ
り
」
（
定
六
六
七
頁
）
と
主
張
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
が
更
に
明
確
な
の
は
、
智
伊
本
尊

占

H

h

v

h

y

チ

J

’

Z

J

ヲ

抄
（
真
蹟
完
）
の
次
の
「
釈
迦
多
宝
諸
仏
我
仏
界
也
。
紹
ニ
継
其
跡
一
受
二
得
其
功
徳
一
。
須
奥
聞
之
即
得
究
寛
阿
縛
多
羅
三
義
三
菩

提
匙
世
。
」
（
定
七
一
二
頁
）
の
文
で
あ
る
。
其
の
功
徳
を
受
得
す
と
い
う
の
は
、
受
持
譲
与
段
〈
三
十
三
字
段
〉
の
「
釈
尊
西
行
果
億

一
一
法
法
蓮
華
経
李
主
奪
受
二
払
苦
手
自
然
筑
一
与

d因
果
ま
こ
（
定
七
二
頁
）
を
指
し
て
い
る
訳
だ
か
ら
、

つ
ま
り
妙
法
五
字
を
受
持
す
れ
ば
、
唱
え
れ
ば
成
仏
で
き
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
従
っ
て
、
須
奥
聞
之
を
引
用
し
て
成
仏
を
論
ず
る
場

合
で
も
、
佐
前
と
佐
後
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
怒

Uo) 

一
切
菩
薩
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
皆
属
二
此
経
一
〈
大
正
九
・
三
一
頁
C
）

正
嘉
二
年
三
七
歳
作
の
一
代
聖
教
大
意
（
目
師
本
）
に
、
右
の
経
文
を
引
き
、
普
薩
の
義
を
活
釈
し
て
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
「
此
文
菩
薩
者
九
界
之
衆
生
善
入
悪
人
女
人
男
子
三
蔵
教
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
通
経
之
三
乗
別
教
之
菩
薩
爾
前
之
円

教
之
菩
薩
皆
此
経
装
い
吾
仏
事
じ
と
申

Y
也
o

」
（
定
六
七
頁
〉
と
。
又
、
こ
の
経
文
を
建
治
三
年
五
六
歳
作
の
法
華
初
心
成

仏
妙
に
も
引
用
し
、
成
仏
を
次
の
様
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
「
文
の
心
は
、
利
根
に
で
も
あ
れ
鈍
に
で
も
あ
れ
、
持
戒
に
で
も
あ
れ
、

7

’
 

氏
も
あ
れ
胤
も
あ
れ
、
一
切
の
菩
薩
・
凡
夫
・
二
乗
は
法
華
経
に
て
成
仏
得
道
な
る
べ
し
と
云
文
な
る
を
や
。
」
（
定
一
四
一
八
頁
）
と

活
釈
し
て
い
る
。
こ
の
両
書
は
、
法
華
経
に
説
か
れ
る
所
の
成
仏
の
経
文
証
拠
と
し
て
、
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
で
き
よ
う
。

そ
の
⑤

（
岩
波
中
・
一
五
六
頁
）



以
上
、
方
便
品
よ
り
法
師
品
に
お
け
る
九
品
に
つ
い
て
、
日
蓮
聖
人
が
見
ら
れ
た
成
仏
に
関
す
る
経
文
証
拠
を
三
三
の
文
証
を
挙
げ
て

検
討
を
試
み
て
来
た
。
以
後
の
見
宝
品
よ
り
勧
発
品
に
至
る
十
一
品
に
つ
い
て
は
、
聖
人
遺
文
上
に
於
て
三
回
文
証
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
は
紙
数
の
都
合
上
、
そ
の
成
仏
に
関
す
る
経
文
証
拠
等
の
文
証
を
含
め
て
、
日
蓮
聖
人
が
見
ら
れ
た
法
華
経
品
々
の
相
関

関
係
及
び
勝
劣
に
つ
い
て
も
、
他
日
を
期
し
た
い
出

v

（
未
完
）

〔註〕（

1
）
 

（

3
）
 

（
2
）
拙
論
「
日
蓮
聖
人
の
女
性
観
」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
五
十
六
号
所
収
）
九
八

1
九
頁
。
二

O
頁
を
参
照
。

文
中
の
（
定
｜
頁
）
は
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
の
頁
数
の
引
用
を
示
す
。
弘
安
元
年
目
歳
作
、
真
蹟
完
の
『
千
日
尼
御
前
御
返

事
』
（
定
一
五
三
八
頁
）
。
尚
、
紙
数
の
都
合
上
、
遺
文
名
の
『
』
は
省
略
し
た
。

（
4
）
浅
井
円
道
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
一
八
五
頁
を
参
照
。

（
5
）
文
中
の
（
大
正
九
・
五
頁
C
）
は
法
華
経
の
出
典
箇
所
で
あ
る
『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
第
九
巻
の
略
称
で
あ
り
、
そ
の
頁
数
を
示
す
。
（
岩
波

上
・
六
八
頁
）
は
坂
本
幸
男
訳
の
岩
波
文
庫
版
『
法
華
経
』
上
中
下
巻
の
上
巻
の
略
称
で
あ
り
、
そ
の
頁
数
を
示
す
。
以
下
同
様
に
中
巻
下
巻

も
す
べ
て
略
称
す
。

今

（
6
）
主
師
親
御
書
に
「
今
法
華
経
に
至
て
我
願
既
に
満
足
し
ぬ
。
我
が
知
く
に
衆
生
を
仏
に
な
さ
ん
と
説
給
へ
り
」
（
定
四
六
頁
）
。
と
成
仏
の
経

p
h
y

－y
h

v

a

’b
φ

 

証
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
（
定
九
四
頁
・
一
五
二
頁
・
五
七
O
頁
）
参
照
。
観
心
本
尊
抄
（
真
蹟
完
）
に
は
「
知
レ
我
等
無
レ
異
。
知
ニ
我

hva

’

’

hv

ム
，
－
－

J

ハ

カ

ノ

ハ

ス

ヤ

品

昔
所
願
一
今
者
己
満
足
。
化
一
二
切
衆
生
一
皆
令
レ
入
二
仏
道
一
。
妙
覚
釈
尊
我
等
血
肉
也
。
因
果
功
徳
非
ニ
骨
髄
一
乎
。
」
と
見
ら
れ
る
。
（
定

七
二
頁
）
。

hv

’

b

タ

リ

，

ヤ

台

、

（7
）
建
治
二
年
五
五
歳
作
の
道
場
神
守
護
事
（
真
蹟
完
）
に
は
『
法
華
文
句
』
巻
四
の
「
賊
称
二
南
無
仏
一
尚
得
二
天
頭
一
。
況
賢
者
称
十
方
尊
神

a
7

・7

’

e
’L

V

ス
ル
ヨ
ト

不
二
敢
当
一
。
但
精
進
勿
二
僻
怠
こ
（
定
一
二
七
四
頁
）
の
文
を
引
き
、
更
に
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
の
で
参
照
す
べ
し
。

（
8
）
そ
の
他
の
十
三
御
曹
を
挙
げ
る
と
①
定
三
七
頁
②
定
二
八
三
頁
③
定
三
六
一
頁
④
定
一

O
O
一
頁
真
蹟
完
⑤
定
二
二
頁
真
蹟
完
⑥
定
一
二

三
一
頁
真
蹟
断
存
・
身
延
曽
存
⑦
定
一
二
七
九
頁
⑧
定
一
三
四
八
頁
興
師
写
再
治
本
⑨
定
一
八
一
三
頁
真
蹟
断
存
⑪
定
一
八
二

O
頁
真
蹟
断
存

⑪
定
一
八
五
九
頁
真
蹟
完
⑫
定
二

O
三
八
頁
⑬
定
二
三
五
九
頁
真
蹟
断
存
。

日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
桑
名
）

（
9
）
関
目
抄
・
観
心
本
尊
抄
以
外
の
御
書
は
①
定
三
五
頁
②
定
三
七
五
頁
③
定
三
九
二
頁
真
蹟
断
存
④
定
六
六
八
頁
真
蹟
身
延
曽
存
⑤
定
八
一
五
頁

真
蹟
完
⑥
定
八
四

0
1
一
頁
春
師
本
⑦
定
九
四
二

1
三
頁
真
蹟
身
延
曽
存
⑥
定
一
二
四
九
頁
真
蹟
身
延
曽
存
⑨
定
一
二
八
八
頁
⑪
定
一
三
三
八

頁
真
蹟
断
存
⑪
定
一
四
九
七
頁
⑫
定
一
六
七
九
頁
真
蹟
完
⑬
定
一
七
六
O
頁
真
蹟
完
。

（
叩
）
他
の
三
番
は
①
四
僚
金
吾
女
房
御
暫
定
四
八
五
頁
②
祈
梼
紗
（
真
蹟
身
延
曽
存
）
定
六
六
八
頁
③
法
華
初
心
成
仏
妙
（
祐
師
目
録
存
）
定
一
四

一
五
頁
。

（
日
）
摩
詞
迦
葉
に
つ
い
て
は
開
目
抄
定
五
六
一
・
五
六
六
・
五
九
四
（
以
上
真
蹟
曽
存
）
・
八
四
一
（
春
師
本
〉
・
九
四
ニ

i
三
（
真
蹟
曽
存
）
・

一
O
七
九
（
真
蹟
断
存
）
・
一
二
四
九
（
真
蹟
曽
存
）
・
一
三
O
O
（
真
蹟
完
）
・
二
ニ
三
八
（
真
蹟
断
存
）
・
一
五
三
三
（
興
師
本
）
頁
等
。

須
菩
提
は
定
四
六
・
六
六
八
（
真
蹟
曽
存
）
頁
。
迦
施
延
は
定
一
二
八
五
頁
。
目
速
は
定
四
六
・
一
八
五
・
三
七
五
・
五
六
五
・
五
九
九
（
真

蹟
曽
存
）
・
一
三
四
九
（
真
蹟
曽
存
）
頁
等
。

（
ロ
）
弘
安
元
年
作
の
時
光
殿
御
返
事
（
興
師
本
）
に
「
あ
な
り
ち
（
阿
那
律
）
と
申
人
は
、
・
：
：
・
法
華
経
に
て
は
普
明
知
来
と
な
る
べ
き
よ
し
仏
記

給
。
」
（
定
一
五
三
二
〉
。
新
池
殿
御
消
息
（
定
一
六
三
九
｜
四
O
頁
）
。
窪
尼
御
前
御
返
事
（
興
師
本
）
定
一
七
五
三
頁
。
等
に
見
え
る
。

（
臼
）
戒
体
即
身
成
仏
義
（
祐
師
目
録
存
）
の
「
此
法
華
経
は
三
世
の
戒
体
也
。
：
：
：
自
身
に
一
分
の
行
無
し
て
即
身
成
仏
す
る
也
」
（
定
一
三
頁
）

等
の
成
仏
観
は
、
実
は
伝
教
大
師
の
受
戒
の
当
処
に
仏
種
が
頂
載
さ
れ
、
即
身
成
仏
す
る
と
い
う
受
戒
成
仏
の
教
学
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る

’
a
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と
い
う
。
伝
教
教
学
の
骨
子
の
影
響
が
三
十
九
歳
作
の
十
法
界
明
因
果
紗
（
進
師
本
）
に
も
残
存
し
、
「
衆
生
受
二
仏
戒
一
即
入
ニ
諸
仏
位
こ

と
い
う
速
疾
頓
成
の
戒
の
表
現
、
つ
ま
り
仏
戒
成
仏
（
受
戒
成
仏
）
が
見
ら
れ
る
。
が
、
次
第
に
日
蓮
聖
人
に
は
独
自
の
成
仏
観
で
あ
る
と
こ

ろ
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
離
れ
て
の
成
仏
は
絶
体
に
あ
り
得
な
い
と
形
成
さ
れ
て
至
る
の
で
あ
る
。

『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
号
（
創
刊
二
十
周
年
記
念
号
）
に
於
て
論
じ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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